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１．はじめに 

 

 平成２４年度工学部 FD シンポジウムは，工学部教育企画委員会 FD 部会が主催し，全学教育・学生支

援機構全学教育企画室の後援を受け，平成２４年１２月７日(金)１４：４０～１７：３０に理工学研究科

棟国際セミナー室にて開催された。佐藤勇一工学部長による開会の挨拶後、司会進行は長谷川 FD 副部

会長が担当した。 

 シンポジウム第一部では，工学部教育企画委員会 FD 部会がＨ１９年に制定し、Ｈ２３年度に改訂し

た「ベストレクチャー賞について」の選考基準に基づき「ベストレクチャー賞」の表彰式を行うととも

に，受賞された先生方に授業のワンポイント・アドバイスをいただいた。第二部では，「初年次教育につ

いて考える」というテーマで、各学科における初年次教育の取組を担当教員から紹介頂き、「工学入門セ

ミナー」の現状と課題について黒川英樹准教授により紹介頂いた。講義の終わりが近づいた時に大きな

地震があったため途中で中止となった。 

なお、シンポジウムの参加者は名であり，その内訳は下表のとおりであった． 

 

 

 

参加者内訳 

所属部局 教員 学生 職員 その他 計 

機械工学科 １７    １７ 

電気電子システム工学科 ５    ５ 

情報システム工学科 ５    ５ 

応用化学科 ４    ４ 

機能材料工学科 ３    ３ 

建設工学科 １    １ 

環境共生学科 ３    ３ 

教育企画課   ４  ４ 

理工研 ６    ６ 

その他    １ １ 

合計 ４４ ０ ４ １ ４９ 
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２．式次第 

 

学部長挨拶  佐藤勇一 学部長 

 

第一部 ベストレクチャー賞表彰式 

 

1. ベストレクチャー賞について  柿崎浩一 FD 部会長 

2. ベストレクチャー賞表彰式 

履修者が 50 名以下の部門受賞者 

履修者が 51 名以上 90 名以下の部門受賞者 

履修者が 91 名以上の部門受賞者 

演習の部門受賞者 

3. 講義を行うにあたってのワンポイント・アドバイス 

履修者が 50 名以下の部門受賞者 

履修者が 51 名以上 90 名以下の部門受賞者 

履修者が 91 名以上の部門受賞者 

演習の部門受賞者 

 

第二部 講演 

題目 「初年次教育について考える」 

・各学科初年次教育担当教員 

・応用化学科 黒川英樹准教授 

 

 

閉会挨拶  池口 徹 副学部長 
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・シンポジウム第一部 ベストレクチャー賞表彰式 

 

１,ベストレクチャー賞について 

 第一部では，平成２４年ベストレクチャー賞は，平成２３年度に工学部で開講された講義（実験・実

習を除く）を対象に，以下の選考方法に基づいて決定された。各カテゴリーの受賞科目および受賞者を

下表に示す。各受賞者に対して，佐藤工学部長より表彰状と副賞（レーザーポインタ）が送られた。 

 

※選考方法 

5

（平成19年9月3日 工学部ＦＤ部会制定）
（平成24年2月6日 改訂）

1. 選考基準
以下のカテゴリー及び対象科目において、「学生による

授業評価」の結果の最高評価点の者をベストレクチャー賞
の該当者として工学部長へ推薦する。

2. カテゴリー
1) 50 人までの講義
2) 90 人までの講義
3) それ以上の講義
4) 演習（授業名に「演習」と付く講義が該当）

3. 対象講義条件
回答率6 割以上

6

4. 評価点の算出方法
項目1から12までの平均点に、「あなた自身について」

の項目中「授業にどれだけ出席しましたか」の問いに対
して次のように重み付けを行い、評価点を算出する。
1) ほぼ全回 そのままの点数･･･a
2) 3/4 以上 点数の8 割を考慮･･･b
3) 3/4 未満 点数の6 割を考慮･･･c

a平均×a人数×1.0 + b平均×b人数×0.8 + c平均×c人数×0.6

a人数×1.0 + b人数×0.8 + c人数×0.6

（改訂前）

a平均×a人数×1.0 + b平均×b人数×0.8 + c平均×c人数×0.6

a人数 + b人数 + c人数

評価点=

評価点=
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２,ベストレクチャー賞表彰式 

 

カテゴリー 科目名 受賞者 

１，履修者が 50 名以下の部門 科学技術英語 
山口 博久 

（非常勤） 

２，履修者が 51 名以上 90 名以下の部門 基礎量子力学 
本多善太郎  

（機能材料工学科） 

３，履修者が 91 名以上の部門 物理学概論 
小池 雅子 

（非常勤） 

４，演習の部門 機械設計演習 
琴坂 信哉  

（機械工学科） 

 

 

 

３,講義を行うためのワンポイント・アドバイス 

 

 平成２４年ベストレクチャー賞表彰式に引き続き，講義を行うにあたってのワンポイント・アドバイ

スについて，各受賞者にご講演いただいた。以下に，各受賞者の講演の概要を示す。 

 

 

 履修者が 50 名以下の部門受賞者： 山口博久（非常勤講師） 
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 履修者が 51 名以上 90 名までの部門受賞者： 本多善太郎 准教授 

平成２４年度 工学部ＦＤシンポジウム

講義を行うにあたっての
ワンポイント・アドバイス

機能材料工学科 本多善太郎

1

 

担当科目：基礎量子力学

カリキュラム上の位置づけ：
機能材料工学の土台となる科目

目標１．
受講者全員が量子力学の基礎を
ある程度修得することが望ましい。
（取りこぼしを減らしたい）

受講者：主に機能材料工学科２年生

2

 

授業初回アンケートの結果

目標２．物理系科目習得に関する
受講生の不安の解消

量子力学に対する印象は？
■物理系科目が理解できるか不安！
■難しそう！．．．など、
毎年履修に不安を持つ学生が多い。

入試の制度上、物理が得意な学生と
化学が得意な学生に分かれている。

3

 

どのような取り組みを行ったか？

１．毎回の演習の実施

講義の冒頭２０分間を演習にあてる。
前回の講義内容に関して出題、解答

・反復学習の効果

・ どこが分からないのか把握
⇒次回講義で補足

・到達目標の範囲で講義の難易度を調整
4

 

２．オフィスアワーの補完

演習中に解答が出来ない学生がいたら
こちらから積極的に声をかける。

・ 講義内容が分からない学生が
オフィスアワーを利用することは少ない。

・ 教員学生間の双方向コミュニケーション。
（学生が教員と話をする機会を設ける）

5

 

その他講義で気をつけている点

〇ゆっくり大きな声で話す。

１

２

３

４

今後も講義の改善に努めたいと思います。

〇板書は秩序立てて大きく書く。

6

 

 

 履修者が 91 名以上の部門受賞者： 小池雅子（非常勤講師） 
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 演習の部門：琴坂信哉 准教授 
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シンポジウム第二部 「初年度教育を考える」 

 第二部では，「初年度教育を考える」というテーマで各学科の初年次教育担当教員より学科の取組を紹

介して頂き、「工学入門セミナー」の取りまとめ役である黒川英樹准教授より現状と課題について講演頂

いた。その資料を以下に示す。 

 

機械工学科 

 

機械工学科における初年次教育

機械工学入門（１年前期指定選択）

特別企画「工場見学」（1年前期終了後）

特別企画「ものづくりに出会う」（1年後期）

機械工学科１年次担任
荒居善雄

将来なりたい技術者のイメージ

機械工学科で身につける知識や能力

1

機械工学入門

• 授業科目の到達目標：機械工学が果たして
いる社会的役割について学び，その後の学
習を進めるうえでの予備知識を身につける．

• 授業の内容：機械工学の専門知識を学ぼうと
する者にとって，その予備的な知識となること
を広く全般的に紹介する．

2 3

機械工学の分野

材料工学
どういう材料？

材料力学
壊れない？機械力学

振動特性は？

制御工学
自動変速は？

機械要素
歯車、軸受？

熱力学

エンジンの燃
焼特性は？設計工学

良い設計とは？

生産工学
どうやって作る？

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
居住性は？

計測工学
スピード測る？

流体力学
空力特性は？

 

 

4

T71040：機械工学入門

教員名 講義名

第１回 4月13日 学科長 機械工学とは

第２回 4月20日 荒居 材料力学について

第３回 4月27日 大八木 エネルギーと機械工学について

第４回 5月11日 山本 機械要素について

第５回 5月18日 平原 流れ知る

第６回 5月25日 渡邊 機械力学，振動・音工学について

第７回 6月1日 佐藤 機械振動

第８回 6月8日 中間試験

第９回 6月15日 加藤 機械材料について

第１０回 6月22日 堀尾 機械製作法について

第１１回 6月29日 琴坂 機械設計法

第１２回 7月6日 池野 生産と環境について

第１３回 7月13日 水野 制御とは

第１４回 7月20日 森田 計測について

第１５回 7月27日 綿貫 メカトロニクスについて

第１６回 8月3日 期末試験

工場見学

事前調査 何を作っているか？機械工学が
どのように使われているか？

工場見学 卒業生の体験談

レポート 「機械工学入門」で学んだ機械工学
の分野の内、見学先で使われていたこと

24年度実績：日本信号久喜事業所、88名参
加（７月３１日、バス２台）

平成２４年度学生実地指導旅費126k円

5

特別企画「ものづくりに出会う」

• 平成24年度教育改革プロジェクト事業

• 「産業界のニーズに対応した実践力養成・機
械技術者教育への動機付け教育」

• 平成24年度後期、機械工学科1年生から希
望者10名募集、3名応募

6

 

 

「ものづくりに出会う」
科目の到達目標

• (1) 機械工業の現場に関する体験をとおした初

等的な知識があり、将来の技術者としての活動
がどのように社会に役立つかを想定出来る。

• (2) 機械技術者が仕事において、どのような問題

に取り組んでいるか、どのように解決しているか、
どのような考え方をするのか、等の初等的な知
識があり、それに基づき、与えられた問題につい
て、自ら課題を抽出し、解決策を考案し、実行し、
評価・改善することが出来る。

7

「ものづくりに出会う」
内容（技術者の仕事を体験）

• 課題の抽出：工場見学、共同研究の現場参
観

• 解決策の考案：コストや期間、環境への影響
の制約

• 実習：解決策の実施

• 成果の検討・改善

• レポート、発表会

8

「ものづくりに出会う」
平成24年度実績

• (1) 企業等名称：フルゲイン・流体力学研究室
（平原教授）、所在地：東京都板橋区蓮沼町、
テーマ名等：炭素繊維風防作成の型おこしから
整形まで

• (2) 企業等名称：日本ピストンリング㈱・計測工学
研究室（森田教授）、所在地：東京都板橋区蓮
沼町、テーマ名等：ピストンリングの材料物性評
価

• (3) 企業等名称：㈱旭製作所・材料力学研究室
（荒居教授）、所在地：さいたま市岩槻区、テー
マ名等：複合圧力容器の耐久性評価

9

 

 

まとめ
機械工学入門（１年前期指定選択）

＞ものづくりに関連した実物を教材に

特別企画「工場見学」（1年前期終了後）

＞継続する

特別企画「ものづくりに出会う」（1年後期）

＞全員の体験が問題

将来なりたい技術者のイメージ

機械工学科で身につける知識や能力 10
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電気電子システム工学科 

 

初年次教育に対する
電気電子システム工学科の取り組み

～工学入門セミナーを例に～

田井野 徹・大平昌敬・長谷川孝明

工学部 電気電子システム工学科

FDシンポジウム ＠ シアター教室

2012年12月7日（金）

 

内容











2

工学入門セミナーの目的

電気電子システム工学科の担当実験

実験のねらい

実験内容のご紹介

まとめ

 

工学入門セミナー

3

2011年度後期よりスタート

シラバス
 科目群：初年次教育科目
 対象学年：工学部1年生全学科
 開講学期：後期、月3〜5限
 到達目標：

工学部学生としての基礎的素養の習得と学
習意欲の向上を目的として、電気電子工学、
情報システム工学、機械工学、環境、機能
材料、建設工学、応用化学といった幅広い
工学分野の基礎的な素養を修得すること。

 

 

実験テーマ

4

 実験７回・講義７回
 各学科の実験テーマ
 ヤング率の測定
 電子回路製作（電気電子システム工学科）
 画像処理入門 〜顔検出のしくみ〜
 アセトアミノフェン（解熱鎮痛剤）の合成
 光のスペクトルとエコ発電
 振動実験
 河川水の基本特性の把握

 

電気電子担当実験のねらい

5

 ものづくり
自分で手を動かしてモノを作る。
一人一台、動く回路を完成させる。

 実験（実際に体験する）
製作した回路を測定器で観測する。

 考察（考え、察する）
測定結果（と実験中の説明内容）から
動作原理を自分で考える。
実験中にレポートの考察をまとめる。

 

電子回路製作

6

 発振回路の製作・測定

回路図の理解
（講義）

電子回路
部品の理解

回路の組立

 

 

実験・考察

9

 課題5：自分の作った回路を測定

 課題4：回路の組立て
必ず動くようになるまで

 考察：なぜ発振するのか？
 間違っても構わない。
 自分の頭で考える。
 感想文は要らない。

配布プリント3

実験の様子

10

製作した回路の動作

11
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まとめ

12

電気電子システム工学科では、工学入門セミナー
「電子回路製作」を通して、

 モノを作る（実際のものづくり）
 モノを測る（実験での確認）
 モノがどう働くのかを考える

（思考力の向上、なぜ？と思う知識欲の啓発）

という、技術者・研究者としての基礎的素養が
身に付けられるよう初年次教育に取り組んでいます。

電子部品・回路の読み書きの習得

7

 課題1：電子部品の読み方の習得

 課題2：回路図の書き方の習得

配布プリント1

 

実装図面の作成

8

 課題3：実装図面の作成
どこにどの部品を配置するかを
自分で考える。
百人百様の回路が出来上がる。
（教職員は大変...）

配布プリント2
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情報システム工学科 

 

 

カリキュラム担当

吉川宣一

1

 基礎的科目を抜粋

2

 教員情報システム工学について，情報系教員がオムニバ
スで講義する

 広範囲にわたって入門的な内容を講義する
 情報科学全体を鳥瞰させる意味合いをもつ

 成績評価方法
◦ 毎回レポートを課す

 成績評価基準
◦ レポートで評価する

◦ 「単位修得の認定に関する規程」に定める計算式により算出したＧ
Ｐが１以上を合格，１未満を不合格とする

◦ 出席時数が基準の３分の２に満たない場合は単位を与えないこと
とする

3  

 

 高校の数学から情報で必要な数学への橋渡しをする

 １年後期の応用線形代数、応用解析学へつながる入門講
義

 本講で講義を行い、「情報数学入門演習」で本講に関わる
演習を行う

 成績評価方法
◦ 中間および期末試験を実施し、成績の判定には各々の点数を５
０％ずつ使用する。なお「情報数学入門演習」と共通試験を実施す
る予定である。

 成績評価基準
◦ 上記の成績評価方法による得点をもとに、８０点以上を優、７０点
以上を良、６０点以上を可、６０点未満を不可とし、可以上を合格と
する。

4

 基盤科目
 情報棟端末演習室
 授業科目の到達目標
◦ Unixの基本的な使い方および，Unix上においてレポート作成を行う
ことができるようにする

 学科の学習・教育目標との関連
◦ 基本となる計算機における各種操作を学び，情報システム工学科
の各演習，もしくは自習を行なうための基礎技術力を身につける

 授業キーワード
◦ UNIX, CUI

 授業の内容
◦ Unixコマンドの使いかたを実際にコマンドを打ち込みつつ学ぶ
◦ ほぼ毎回課題を出す
◦ 説明は短く，手を動かす時間を長くとる
◦ 講師・TAが巡回して個別に質問を受け付ける

5

 授業内容

◦ Unix，Webブラウザーの使い方

◦ ファイル・ディレクトリ操作

◦ エディターemacsの使い方

◦ Mewでの電子メール送受信

◦ Webページによる情報発信

◦ Unixコマンドの紹介

◦ Gimpの使いかた

◦ Inkscapeの使いかた

◦ Gnuplot

◦ Unix環境のカスタマイズ

◦ LaTeX文書の作成

◦ レポート作成入門

Unixコマンドの
使いかたを実
際にコマンドを
打ち込みつつ
学ぶ

6  

 

 成績評価方法

◦ 出欠・各回課題の提出状況によって評価する．試験なし．授
業に出席し，課題を提出することに対して最大限の評価をあ
たえる．本講義は，実際に手を動かし，間違ってみることが重
要である．よって，提出された課題の内容が間違っていること
に関してはそれほどの減点はあたえない．

 成績評価基準

◦ 「単位修得の認定に関する規程」に定める計算式により算出
したＧＰが１以上を合格、１未満を不合格とする。出席時数が
基準の３分の２に満たない場合は単位を与えないこととする。

7

 「情報基礎」の演習

 授業科目の到達目標

◦ コンピュータリテラシーと情報活用能力育成の導入科目であ
る．本科目では，本学科学生に適した基礎的な話題やテーマ
に沿った課題を取り入れながら，理科系文書作成技能，プロ
グラムの基礎を習得する．入学当初のこの必修科目と演習
科目を通じて，他の科目でもコンピュータを積極的に活用で
きる学生の育成を目指す．

 授業の内容
◦ Unixの基礎，文書作成，データ解析，プログラムの基礎に関
する講義を演習を交えながら行う．

8

 授業展開
◦ webメール

◦ プログラミングの基礎

◦ レポート作成のためのコンピュータの使い方

◦ 基本的なデータ解析

 成績評価方法
◦ レポート評価で行う．試験は行わない．

 成績評価基準
◦ レポートとプログラム課題(90%)，プレゼンテーション(10%)を目安
とし，比率はレポートの回数等で若干変更される場合がある．

「単位修得の認定に関する規程」に定める計算式により算出したＧ
Ｐが１以上を合格，１未満を不合格とする．

出席時数が基準の３分の２に満たない場合は単位を与えないこと
とする．

9  
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応用化学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能 

 

 

初年次教育への取組

機能材料工学科

初年次教育に求められること

 高校から大学への接続教育

 学力の底上げ

 学ぶことに対するモチベーションの向上

 自学科の学生に教職員を知ってもらうこと

 教職員が学生を知ること

→ 機能材料基礎演習・・・習熟度別演習

→ 機能材料工学概論・・・教員の専門分野紹介

→ 担任制（教員3名）

→ ガイダンス時における学科・教職員紹介

→ 新入生歓迎会（2年次生主催）

機能材料基礎演習

 センター試験の物理および化学の得点による習
熟度別クラス編成

（15～6名×3クラス）

 全教員出動

 各クラスにTAを配置

 演習の始めに数学基礎問題の小テスト（全クラス）

 高校物理・化学の復習とこれから学習する科目と
の接続

 中間、期末の理解度確認テスト
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建設 

平成２４年度 工学部FDシンポジウム
2012.12.7

第２部 初年次教育を考える

建設工学科の例

１年次担任；山辺，古里

1

初年次教育を考える
（建設工学科）

「講義」の取り組み

１．並行講義

２．テーマ研究Ⅰ

2

並行講義 ・・・同一内容，同一時間帯，２クラス（２教員）
２年前期には，４科目 3

 

[目標]

技術と社会との関連性へ関心を深め、また建設技術の

社会・自然に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての

社会的責任を自覚する。このために、社会でのホットな

話題をテーマとして取り上げ、資料集めとグループ討論

（10名程度＋教員）から各問題へアプローチする。

1年次生を対象にすることから、必ずしも専門的知識を

必要としないテーマに取り組み、以下の項目の取得を

目標とする。

テーマ研究Ⅰ，１年次後期，必修，少人数教育

4

テーマ研究Ⅰ（１年後期）， テーマ研究Ⅱ（３年後期）， テーマ研究Ⅲ（４年前期）

5

初年次教育を考える
（建設工学科）

「講義以外」の取り組み

１．現地見学会

２．チューター制

6

 

平成24年度 新入生
現地見学会報告

第１回 ４月３日
関東地方整備局庁舎内

第２回 ７月１８日
首都圏外郭放水路

7

 

[準備] 2011年12月末から，学内外(生協，相手先等)と調整開始

[日時] 4/3(火)午後1時から4時ごろ(例年通り入学式前に実施)

[見学場所] 関東地方整備局本庁舎

[参加者] 教員； 4名 桑野，山辺，濱本，橘

学生； 65名(10人欠席)

⇒関東地方整備局としても，こうした形での内部見学ははじめてとのこと

（企画、防災、交通対策、河川管理の各課の方に，ご協力頂きました）
8

 

災害対策室
（概要説明）

災害対策室 ヘリポート
道路情報モニター
ルーム

広域水管理司令室

説明者
企画課清水専門員

説明者
防災課獺庭係長

説明者
防災課大井川係長

説明者
交通対策課木島係長

説明者
河川管理課香川技官
酒井流域水防調整官

9

 

[準備] 2011年12月末から，学内外(生協，相手先等)と調整開始

[日時] 7/18(水)午後1時から5時ごろ(前期試験終了後に実施)

[見学場所]   首都圏外郭放水路

[参加者] 教員； 3名 山辺，濱本，古里

学生； 52名(23人欠席) 感想文21人提出

⇒とても丁寧な説明で、毎年の恒例行事としても良いという印象であった。 10

 

首都圏外郭放水路

調圧水槽
11

 
12

 

初年次教育を考える
（建設工学科）

「講義以外」の取り組み

１．現地見学会

２．チューター制

13

 

教員２５名がチューターとして，各々，学生３名を面談する
第１回＝５月， 第２回＝１０月， 第３回＝４月

14

 
15
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初年次教育を考える

（建設工学科まとめ）

「講義」の取り組み

１．並行講義
２．テーマ研究Ⅰ

「講義以外」の取り組み

１．現地見学会
２．チューター制
（成績不振者面談）

16

 

 

環境 

 

環境共生学科の初年時
教育について

川合真紀

1

 

環境共生学科の特色
環境共生学は、自然と人間社会が共存共生できる環境づくりの
ために必要な技術と学問の体系である。

★物質循環科学  環境汚染物質の生成、循環機構の解明と、循環型

の省エネルギー社会の創出を目指した、資源循環技術や環境制御技

術 ★応用生態学  自然生態系のメカニズムを究明し、人と自然の共

生のあり方を模索する学問 ★環境評価学  環境負荷による生態系

の変化を敏感に検出する技術および人間と環境の相互作用を考慮し

た環境形成を行うための環境設計技術

物理・化学・生物 全ての基礎知識が必要

2

 

初年時教育の２つの柱

•高校の授業から大学の授業への架け橋となる科目（選択）

未履修科目、不得意科目に対する対応

学生の不安を解消する

物理学序説

化学序説

生物学序説

•学習意欲を高めるための科目

環境科学のトピックを広く取り上げモチベーションを高める
環境科学概論

環境まちづくり

3

 

その他の取り組み

• ランチタイムセミナー → 顔が見える関係作り

教員の研究紹介

就職・進路に関するガイダンス

・見学会の実施 → 現場に接する事が大事

＜これまでの実施例＞

埼玉県行田浄水場・メガソーラー発電施設見学

行田市古代蓮の里公園

首都高ビオトープ

埼玉県環境整備センター（廃棄物処理事業所団地）

越谷レイクタウン 等

4

 

首都高ビオトープ見学会 (2012)
埼玉県環境整備センター見学会 (2010)

越谷レイクタウンの見学 (2010)

5
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工学入門セミナー 
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平成２４年ＦＤ委員 

委員長（機能）   柿崎 浩一 

副委員長（電電） 長谷川 孝明 

機械        加藤 寛 

情報        久野 義徳 

応化        古閑 二郎 

建設        岩下 和義 

環境        窪田 陽一 

 


